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エコミュージアムルーム（通称エコルーム）では、エコミュージアムの総合案内と、エコミュージアムに関する調査・研究、資料収集・保存、普及などの業務を行っています。

NPO法人朝日町エコミュージアム協会が朝日町より受託して運営しております。　開館時間　9：00～17：00　　月曜休　　HP：http://asahi-ecom.jp/ 

ホームページ・ケータイガイド更新中！

朝日町を 16 エリアに分けて紹介しています。
観光や郷土学にご利用下さい！

朝日町エコミュージアム 検　索

平成２３年度 「朝日町ふるさとミニ紀行」

「おらほの地酒～豊龍蔵を訪ねる～」参加者募集中！

　朝日町の地酒「豊龍」を造る鈴木酒造は、朝日銀山とともに 300

年の歴史を誇る県内一小さな酒蔵です。当日は代表の鈴木さんや

蔵のみなさんにお話をうかがいます。

日時 /　平成 24 年 2 月 5 日 ( 日 )　午後 1 時 30 分～
参加費 /　５００円 ( 保険代･資料代 )　
集合 /　鈴木酒造
定員 /　15 人 ( 定員になり次第締め切らせて頂きます )
案内人 /　長岡　秀典
申込締切 /　2/3( 金 ) 午後２時までエコルームにお申し込みください
　　　　　　　　   TEL ･FAX　0237-67-2128

主催 ： 朝日町エコミュージアム案内人の会

　　　　　　朝日町から見える大朝日岳

　　　　　ビューポイント 33が決定しました！
　昨年 12 月 22 日 ( 木 ) に「朝日町から見える大朝日岳ビューポイント 33」の選定会が行われ、33 ヶ所のビュー

ポイントが決定いたしました。 

　選定委員として安藤昭郎氏 ( 町教育委員会教育長 )、石井喜久男氏 ( 町観光協会会長 )、花山忠夫氏 ( 朝日山

岳会会長 )、長岡義夫氏 ( 長岡カメラ店店主 ) にご協力いただき、当協会の理事長をまじえた 5 人で選定を行

いました。

　ビューポイントの募集には町内外から 60 件（約 40 ポイント）の応募がありました。選定委員は応募用紙

やそれに添えられた写真を参考に、ひとつずつ吟味してポイントを選び、テーブルの上に広げた朝日町全図

に印をつけて行きました。最初の選定で 39 ヶ所に絞られたポイントは、距離の近い場所を 1 か所にまとめて、

最終的に 33 ヶ所になるように調整されました。

　選定を進めていくなかで、委員も初めて目にする大朝日岳

の風景があり、場所を確認したり写真を眺めては感嘆の声が

あがっていました。

　2 月 4 日には応募のポイントが選定された方を対象に、認

定証の交付式が行われます。

　現在、この選定されたポイントをもとにビューポイントの

パンフレット作成を進めており、また、来年度事業として、

選定ポイント巡りなども計画しております。

　今回の取り組みを通じ、町民のみなさんに朝日連峰の主峰

「大朝日岳」を身近に感じ、町の宝として改めて認識してい

ただければと思います。

※選定されたビューポイント 33 ヶ所は裏面をご参照ください。

NHK 山形放送局から取材を受けました !

　昨 年 の 9 月 30 日 に、ＮＨＫ山 形 の 夕 方 の
ニュースのコーナー「ＧＯ!ＧＯ! KAKUTAN」で、
故阿部幸作氏が遺した 8ｍｍフィルムのデジタ
ル化作業が紹介されました。
　8ｍｍフィルムのデジタル化作業とは、8ｍｍ
フィルムを映写機でスクリーンに映し､その映像をデジタルビデ
オカメラで撮って保存していくという作業です。これをコー
ナーを担当する角田アナウンサーに実際に体験して頂きまし
た。8ｍｍ映写機を見ること自体初めてだったようで､フィルム
を挿入するのに苦労されていました。
　100 本以上ある 8ｍｍフィルムの中から、朝日町誕生 20 周年
記念の仮装行列や花笠パレード、地区の運動会などの映像を見
て頂き､昭和３０年代の朝日町が映された貴重な映像に感心され
ていました。
　

◆ ご寄贈いただきました

　放送終了後、ニュースをご覧くださった新宿の安藤静夫さん

から、活動に役立てて欲しいと 8mm 映写機をいただきました。

ありがとうございました。


